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「良いセンシングということを改めて

“定規”を使って物の長さを測るという比

喩で考えてみると，5つのSが大切だとい
うことが分かったのです」̶ エプソン

トヨコム 商品企画戦略部の宮澤輝久氏
の講演は，センサの役割について基本に

立ち返ったこのような内容から始まった。

良いセンサを決める条件
「5S」とは何か

「物の長さを正確に測るには，測りたい

物の端に定規のゼロ点を正確に合わせ，

定規を物と並行に置くことが必要です。

定規の長さが足りなかったらマーカーを

付けてそこに定規のゼロ点を合わせて置

き直し，最終的に出た目盛りを読み取り

ますが，そこには様々な誤差が入ってき

ます。例えば，最初に定規を置く位置のず

れ，定規が斜めになることによるずれ，定

規を置き直した際のマーカーとのずれ，

目盛りの読み値のずれ，そもそも定規の

目盛りが正確かなどです。これらをセン

シングデバイスに置き換えると，ゼロ点

のオフセットが生じないこと，温度や湿

度など外部環境に左右されない目盛り，

ヒステリシスのないこと，他軸（ノイズ）

の干渉がないこと̶といった，いかな

る状況でも常に同一の値を返すことの重

要性につながります。

宮澤氏はもう一つ，「自動車で急ブレー

キを踏む」という例も挙げた。ブレーキを

踏んだ効果がリニアに立ち上がってくる

こと，つまり物理量の変化にすぐ応答す

ること，大きく反応すること，変化量に比

例してセンシング結果が得られること，

これらもセンシングデバイスとしては重

要になることに触れた。

このようなセンサに要求される特性

をまとめると「5S」にまと
められるという。すなわ

ち，物理量の変換にすぐ

に反応するSpeed（応答
性），変化に大きく反応す

るSensitivity（感度），要求
される物理量だけに反応

するSelectivity（選択性），
そして，物理量の変化に

正確に反応するStraight 
Response（正確性），外的

環境に影響を受けないStability（安定性）
である。「これらがどのレベルで達成され

ているかが，センシングデバイスの良し

悪しを大きく左右してくるのではないか

と我々は考えています」（宮澤氏）。

ジャイロセンサの実力が
ゼロ点特性で劇的に向上

宮澤氏がこのような話から始めたのに

は理由がある。実際にジャイロセンサの

特性によって，デジタル一眼レフ・カメラ

の手ブレ補正効果が大きく改善された事

例があるからだ。デジタルの一眼レフ・カ

メラはジャイロセンサで角速度をセンシ

ングして，それを手ブレ量に変換してア

クチュエータでレンズを動かしてフィー

ドバックしている。10年ほど前，手ブレ
補正の黎明期のジャイロセンサは今か

ら見れば「5S」のレベルが低く，シャッ
ター・スピードを1段下げる程度の効果
しかなかった。しかし，エプソントヨコム

が2005年に発売した超小型水晶ジャイ
ロセンサ「XV-3500CB」は「5S」を高い
レベルでバランスよく満たし，小刻みな

ブレ動作のゼロ点が毎回きちんと戻って

くるようになったことでシャッター・ス

ピードを4段階も下げることができたの
だ。

この「XV-3500CB」を開発したエプ

水晶センサが切り開く未来
アプリケーションの広がりと実現への道のり

【エプソントヨコム】

エプソントヨコムの「水晶ジャイロセンサ」は，独自の「ダブルT型構造」による精度の高さ，極め
て小さく軽く低消費電力，そして水晶という材料がもたらす優れた安定性が加わって，ユーザー
に意識させない新たなセンシングを実現する。その優れた特性が様々な従来にないアプリケー
ションを生み，将来の生活を変えていく可能性を秘めている。その原理から近未来のアプリケー
ション像までを、同社で商品企画を担当してい宮澤輝久氏が紹介した。

ものさしで，時計の長さを計る場合…
定規の平行度が
悪い（平行のずれ）
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し，他軸の干渉が無い事

図1◎センシングデバイスに求められる特性
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